







Artist Relations of Yamaha and SECI Model  
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This paper examines the competitive advantage achieved by the globally conducting 
activities of Artist Relations (AR). Its main focus is the experimental study of the AR by 
Yamaha Corporation, since enormous influences of the company in the industry and the 
region. Yamaha’s AR is considered as a process of SECI model in which there is a spiral of 
knowledge involved. The explicit and tacit knowledge interact with each other in a 
continuous process for leading to creation of new knowledge. Through the study of Yamaha`s 
AR activities by interviewing several Yamaha employees and resignees, the AR and making 
of world highly-praised musical instruments was proved to be essentially connected, and the 
SECI model with the AR at the process of producing musical instruments having a 
worldwide reputation for high quality was found as the competitive advantage for 
differentiating their products. 
  Through the course of the investigations, the scope of the discussion extended to Amateur 
Musicians, which could be seen as one of the characteristic music cultures in Creative City 
Hamamatsu; however, the detailed study for the activities of Amateur Musicians would be 
followed by the future invetigations.   
Keywords : Music Culture in Creative City Hamamatsu, Making Musical Instruments by 
























創造都市フォーラム 2007 in OSAKA で、「創造都市の
定式」を以下の様に提示している。 
①創造都市は、強いアーツの伝統 (a strong arts 
fabric)を有する         




と認める文化を有する    
⑤歴史と創造性は、偉大な相棒同士である                   
⑥創造においてはホーリスティック思考が大事                               
⑦創造的な人間関係は、各プレーヤーが対等なジャ
ズのジャムセッションであり、指揮者がすべての
決定を下す交響曲ではない                               





















































































                                                   
2 1990年代に人口減少への処方として活発になった議論に「交流人
























































































































第 1 章 ナレッジ・マネジメント（SECI Model）  
 














































































































第 2 章 創造都市 
  
第 1 節 創造都市論の系譜と現状 
 
 創造都市論は、ジェイコブスが『The Death and Life 





























                                                   










































































































































第 3 章 音楽文化創造都市浜松 
 















































 この申請を受けてユネスコは 2014年 12 月に浜松市 









































































State of Create Study : Global benchmark study on 
attitudes and beliefs about creativity at work, school 















































































































































【標本数】 160 サンプル 
（内訳）ヤマハ株式会社社員 76 人 
    ヤマハ株式会社 OB 35 人 
    ヤマハ株式会社グループ会社社員 24 人 
    静岡銀行行員 18 人 
    その他 7 人 
【調査実施時期】 


















市を目指している政策に関する市民の認識が低い。    
















































たのは 2 割強の少数であったが、「当てはまらない・わ 























































































第 2 節 浜松の楽器産業 
 






























                                                   
































































































































































A 氏（ギター設計、元 R&D ハンブルグ駐在） 
B 氏（管楽器、ピアノ AR） 
C 氏（元 LM 楽器マーケティング、AR 東京室長） 
D 氏（元電子楽器研究開発、YCC ニューヨーク駐在） 







































著に出ている。（B 氏、C 氏、D 氏、E 氏） 
 
第 2 節 多面的インタビュー調査の概要 
 
【多面的インタビューの目的】 











































































ン検証の 4 段階で実施した。インタビューは IC レコ
ーダーに録音し、終了後トランスクリプト（ほぼ逐語
書取）を作成、雑談などを除いて総数 A4 紙 60 枚に記
録。次に大カテゴリー分類でインタビューの類型化と




























Artist Services New York や Artist Services Tokyo な
どと呼称する場合がある。また、AR 活動の中で調律


























・AR 拠点の呼称は、ART（Artist Relation Tokyo）、
R&D 東京、アーティストサービス東京、Artist 











 ピアノ AR 担当マネージャーへのインタビューでは、
「AR の目的は、R&D 商品開発改良、アーティストの
演奏活動サポート、PR 活動の 3 種類。楽器によって
メインの目的が異なる。ピアノの AR はピアニストの
演奏活動サポート（ピアノと調律師の供給）がメイン、









































What do we do? 
・R&D – Working with artists for better products 
・Service – Supporting important artists creating 
Yamaha ‘value’ 
・PR – Raising brand image with influential artists 
Why do AR? 
・A piano is just furniture 
・It takes a musician to bring it to life 
・The artist creates the tone customers think of 
when they hear the name Yamaha 
・Artists determine our brand image – We need to 
control & develop our image 





















































































































































































1988 年にニューヨークに R&D オフィスを開設、ピア





































































日本国内の AR に関しては、「ART（LM 楽器）、ア
トリエ東京（管弦打楽器）、アーティストサービス東京
（ピアノ）の 3 部門で活動している」(h2-1-2) 、「国

















ているが、LM 楽器関連の R&D は渋谷から銀座に移
り、その使命も LM 楽器ビジネスの盛衰に従って変化
しているといえる。ヤマハのポピュラー音楽系の LM









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































11 2015 年 12 月現在、バイオリン 35 名中 15 名、ビオラ 12 名中 2




























































































































                                                   
12 米国トムソン・ロイターが知的財産活動に優れた世界の 100 社を
表彰するもので、「特許数」「出願に対する取得成功率」「グローバル
性」などから評価する。ヤマハは 2 年連続 3 回選出されている。(静




















































































                                                   






































                                                                                       
プロ・アマ・音楽ジャンル・年齢・国籍を問わないライブが繰り広
げられる。毎年 10 月の第 2 土日曜日の 2 日間開催。 
14 1992 年ヤマハジャズフェスティバル in 浜松として開始、その後
ハママツ・ジャズ・ウイークに改称、2015 年は会期中プロ・アマ合
計 119 組のバンドが演奏。世代を問わずに楽しめるジャズをテーマ






15 2004 年開始、2015 年参加バンド 52 組。2004 年に開催された浜
名湖花博会場の野外ステージでフォークソングを中心に懐かしい曲
















































































































































である。浜松の紹介ページには Hamamatsu is a city 
known for its vibrant music sector.とイントロダクシ
ョンに書かれており、そこに続くのは Yamaha, Kawai, 
Roland という楽器企業の名前であり、さらに施設やイ











































































有力な Talent Magnet のひとつである。 
 
今回の調査でインタビューした 18 名のヤマハ社





















の就職先として人気があることは、2015 年 4 月入社の

































































































②AR による楽器作りは SECI モデルそのものであり、
ヤマハの差別化・競争優位戦略の重要な要素である。 
 

















36 名、スタインウェイ 30 名、カワイ 11 名、ファツィ
オリ 1 名という結果になった。ヤマハがショパンコン





















闘い』（2015.12.23）より Yamaha Music Europa GmbH ポーラン

































































第 6 章 提言 
 


















































音楽教育シンポジウム、或いは Junior Original 




                                                   
20 1966 年財団法人ヤマハ音楽振興会設立、2011 年一般財団法人に
移行。国際的に音楽教育事業、音楽支援事業、音楽研究活動などを
展開。（ヤマハ音楽振興会ホームページより） 
21 1972 年よりスタートしたヤマハ音楽教室で学ぶ 15 歳以下の創
作楽曲の演奏会。1980 年代より海外展開が始まり、28 の国と地域、
250 回のコンサートがこれまで開催されている。 


































































る層の 3 つに分かれると考える(図 6-3a)。創造都市浜
松におけるアマチュア音楽活動の存在意義を考えたと
























































































































































































































































































































































会、3 巻第 4 号 


























































大木裕子（2011）「The competitive advantage of the violin 


























版（初版 2001 年） 
佐藤郁也（2006）『フィールドワーク増訂版：書を持って街













ング戦略」『経営史学』第 45 巻第 4 号 
田中智晃（2012）「ヤマハ・エレキギターの市場戦略：LM
楽器を中心とするマーケティングと市場の関係」『東京
経大学会誌』東京経済大学、第 278 号 
Small,Chiristopher（1998）Musicking : The Meanings of 











タディの方法第 2 版』千倉書房（初版 1996 年） 
吉井妙子（2015）『音楽は心と脳を育てていた：ヤマハ音楽







http://www.steinway.co.jp/artists (参照 2015.12.03) 
創造都市・浜松ホームページ「ユネスコ創造都市ネットワー
ク加盟申請」 
 http://www.creative-hamamatsu.jp/（参照 2015.12.06） 
UNESCO Creative Cities Network ホームページ 
http://en.unesco.org/creative-cities/home  ( 参 照
2015.11.07) 
ヤマハ株式会社「I Play Yamaha」 
http://www.yamaha.co.jp/ipy/  (参照 2014.11.17) 
Yamaha Corporation of America “Artist Relations”   
http://www.yamaha.com/artists/relations.html （参照
2014.11.17） 
Yamaha Artist Services Inc.   



































































表 3-1 2013 年世界の楽器メーカー売上順位（2015 年米国ミュージック・トレード誌） 
 
1.  ヤマハ・コーポレーション(日)                                  3,756 百万米ドル 
2.  ローランド・コーポレーション(日)                      784 
3.  ゼンハイザー・エレクトロニクス(独)                             738 
4. ギブソン・ブランズ(米)                                         736 
5. フェンダー・ミュージカル・インスツルメンツ(米)                 677 
6. ハーマン・プロフェッショナル(米)                               673  
7.  河合楽器製作所(日)                                             536 
8. シュア・インク(米)                                             462 
9. スタインウェイ・ミュージカル・インスツルメンツ (米)            374 


















   Q1－1性別?                   Q1－2年齢?                       
 
 Q1-3出身地？                  Q1-4現在浜松に住んでいますか？ 
   
                                                 ＊浜松居住平均年数 27.6年 
Q1-5海外に住んだことがありますか？        Q1-5海外旅行は何回行きましたか？ 
   
   
           ＊海外居住平均年数 5.3年             ＊海外旅行平均回数 14.0回 
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
当てはまらない 当てはまる わからない 
④（当てはまらない、わからない回答者に）今はふさわしくないとしても、 




0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
（４）浜松市は昨年12月、音楽文化創造都市としてユネスコ創造都市ネットワークに加盟が 
  承認されました。 











表 4-1 2013 年世界各国の楽器小売市場規模と人口一人当たり年間楽器購入額(2015 年米国ミュージック・トレ
ード誌) 
   
                        売上高    世界シェア  増加率  １人当たり楽器購入 
 1. アメリカ     ＄6,810 百万     40.6%     2.1%    ＄21.36 
 2. 日本        2,190      13.1     0.9      17.23  
 3. 中国        1,275       7.5     8.2             0.94 
 4. ドイツ                985             5.8       △1.5        12.16 
 5. カナダ          738           4.4         1.0            21.19 
 6. フランス              728             4.3       △4.8            10.99 
 7. イギリス              533             3.2         0.9             8.36 
 8. イタリア              390             2.3       △2.7             6.32 
 9. オーストラリア        369             2.2         1.1            16.39 













































表 5-1 インタビュー調査対象者とインタビュー実施日時 
 
①AR 担当 
B 氏（海外出身、2014 年 12 月 8 日） 
C 氏（I 県出身 2014 年 12 月 15 日） 
F 氏（M 県出身、2015 年 7 月 3 日） 
G 氏（N 県出身、2015 年 7 月 10 日） 
H 氏（F 県出身、2015 年 4 月 17 日） 
②ヤマハ楽器製作者 
A 氏（T 都出身、2014 年 11 月 26 日） 
D 氏（Y 県出身、2015 年 3 月 13 日） 
I 氏（H 県出身、2015 年 5 月 1 日） 
J 氏（O 県出身、2015 年 5 月 13 日） 
③ヤマハ経営者（元役員） 
K 氏（I 県出身、2015 年 4 月 23 日） 
L 氏（M 県出身、2015 年 4 月 15 日） 
M 氏（K 県出身、2015 年 7 月 24 日） 
④個人楽器製作者 
N 氏（トシ・トランペット・アトリエ代表、G 県出身、2015 年 4 月 10 日） 
⑤海外 R&D オフィス責任者 
E 氏（静岡県出身、2014 年 11 月 20 日） 
O 氏（静岡県出身、2015 年 7 月 7 日） 
⑥ヤマハ製造部門 
P 氏（T 都出身、2015 年 8 月 26 日） 
⑥アマチュア音楽活動をしているヤマハ社員 
Q 氏（O 県出身、2015 年 8 月 7 日） 


















































































































資料 1-1 Yamaha Corporation of America のホームページでは、アーティスト・リレーションについて下記の
様に記載している。 
Next to world-renowned products, the most important assets at Yamaha are our artists. Our artists help make our 
two-dimensional products come alive. Yamaha Corporation of America has the proud distinction of managing more artist 
relationships than any other musical manufacturer in the world. Our more than 3,500 artists shine across the spectrum 
of musical genres and their abilities are as unique and vast as the Yamaha product line. 
If you currently play Yamaha instruments or have tried them and know that they are your first choice of musical 
expression, you can apply for a Yamaha artist designation. It is necessary that you have an established career in the 
music industry if you wish to be considered as a Yamaha artist. 
FAQ 
What does it mean to be a Yamaha artist? 
・Yamaha artists belong to a worldwide family of elite musicians that possess incredible talent, which we at Yamaha are 
proud to expose to the world. 
・Yamaha artists have the privilege of getting discounts on Yamaha products, as well as substantial discounts on 
thousands of related Yamaha musical products. 
・They are honored worldwide with our promise of service and support and are granted access to Yamaha custom shops in 
the U.S. and abroad. 
・They are offered presence on our Global Artist Website, have their writings published in our publications, and receive 
professional advice and career guidance. 
・They are part of a respected worldwide network of Yamaha staff and artists dedicated to quality in all aspects of music. 
・Select artists assist with product design. 
・Yamaha performing artists have read and signed an artist agreement and agree to communicate with the Yamaha Artist 
Relations Department on a regular basis. 
・Yamaha artists are sometimes asked to participate in publications and stories produced by Yamaha, which provides 
priceless public relations and marketing mechanisms for our artists by exposing their music to millions. 
What does Yamaha expect of its artists? 
・Yamaha expects artists to be active performers and/or teachers in the music industry. 
・Yamaha helps our artists obtain their instruments easily and we ask that our artists reciprocate by using our products 
consistently in the studio, on tour, and in clinics. Whatever and however a Yamaha artist performs, they do it with 
expression and are open to sharing with others the fact that they found their voice on a Yamaha instrument. 
・They should thank Yamaha for support and mention what model they play if given an opportunity during a 
clinic/recording/credits etc. 
・Yamaha expects to receive updates on artist's careers, such as new recordings, tours, teaching appointments, 
publications, etc. 
・Most of all, we expect our artists to continue their careers as planned and include Yamaha as often as possible. 
How will it affect my career? 
The title "Yamaha Artist" or "Yamaha Performing Artist/Clinician" may open many doors in certain fields. It conveys a 









What limitations does Yamaha have in supporting its artists? 
・Yamaha does not pay artists to play its instruments. We are not a booking agency or management service. We offer 
sound advice and solid referrals, but it is incumbent on the artists to define and propel his or her own career. 
・We cannot guarantee support, financial or otherwise when a Yamaha artist travels abroad. The type of event, the 
amount of advance notice and the destination determines the amount of support Yamaha is able to offer for educational 
events. 
・Yamaha rarely, if ever, uses artists in advertisements. We choose to promote our artists and their accomplishments in 
our own publications. 
・Yamaha does not pay artists to play gigs or concerts other than Yamaha events. Our resources are devoted to educational 
programs and events. 
Will I get discounts on other Yamaha Products? 
Although we are one large company, we are made up of different divisions. If a Yamaha artist expresses interest in 
purchasing a Yamaha instrument from another division, they will be offered support on a case-by-case basis. This is a 
privilege. 
What is required in the application process? 
There are several Artist Relations departments at Yamaha, and therefore each application process requires something 
slightly different. Click on Who Do I Contact above, and once you select your instrument designation, you will find the full 




資料 3-1 State of Create Study 
State of Create Study : Global benchmark study on attitudes and beliefs about creativity at work, school and 























サマリー「The Creativity Gap」（筆者訳） 
・創造性は経済や社会の成長の鍵とされる。 
・半分以上の人々が自身が創造的でないと考えている。 












































































































































■ニューヨーク R&D 駐在時代のミッションは AR などから新しい新商品のアイディアを出すこと。5 年間、カーネギーホール












































































































































































































































































■ライブは、analog（キャパシティ 45 人）、HERMIT DOLPHIN（50 人程度）、Porte Theater（100 人程度、Blue Notes タ




■ライブの観客は、固定したコアのファン＋知人などで、50 人弱の analog では満員になるが、キャパシティ２倍の Porte で
は満員にするのは結構しんどい(r1-2-5)。（R 氏） 






核となる固定客は 500 名くらい(r1-2-8)かな。（R 氏） 
■社内では口コミや人伝てでミュージシャンとコンタクトするが、音楽をやっている人をコーディネートする人や組織はない
(r1-2-9)。浜松近辺でベーシストなら即座に 7，8 人いいプレーヤーが思い浮かぶ。皆浜松市内に住んでいる。（R 氏） 
            
2-1. ヤマハのアーティスト・リレーション 
 
■AR の目的は、R&D 商品開発改良、アーティストの演奏活動サポート、PR 活動の 3 種類。楽器によってメインの目的が異





■AR は人間関係の構築が重要(b2-1-3)。（B 氏） 
■AR 担当の仕事は、3 分の１は東京での活動(b2-1-4)。コンサートなどで音楽家とのコンタクトをする。主にクラッシックの


















ョーンズを始めとして、全米で 3,500 名のアーティストが登録されている。（B 氏）  
■LM 楽器はヤマハ社内用語といわれる。Light Music（軽音楽）用の楽器という意味で、主にポピュラー音楽演奏の為のギタ
ー、ドラム、シンセサイザー、キーボード、シーケンサーなどを意味する。日本国内の LM 楽器 AR は、R&D 東京（渋谷）
に始まる(c2-1-1)。主に商品開発の為に音楽家とコンタクトする機能で、各商品事業部直結で実施。その後、ミッションが様々



































































■グランドピアノの C シリーズと G シリーズのモデルチェンジは、入れ替わり立ち代わりピアニストに浜松本社の試奏室に来






■R&D を担当したのは 1987 年にヤマハ世界 4 本部制政策で R&D 拠点を日本、欧州、米国に設置した時。R&D ロンドンを
1987 年に市内中心地コンデュイット通りに開設(o2-1-1)。開設準備時から R&D ロンドンに異動。LM ビジネスのヤマハの顔
を世界中に作るということで、ショールーム（パルス）とプレーヤーコンタクト（R&D）の両ミッション。（O 氏） 
■R&D のミッションは新商品の評価とプロモーション(o2-1-2)。イギリス人の LM 楽器営業担当者が様々なミュージシャンと
コンタクトして、著名なミュージシャンに来店してもらう。その後 R&D はロンドン中心街から少し外れたハマースミスに移































































































































弦楽器奏者の約 35％はヤマハ社員と家族。浜響はアマだけどレジデンスの意識でやっている(k3-1-5)。後援会は 400 人（最盛





































用ができなかった。5 人必要だったが 2 名しか取れなかった。新しいことをやるとき浜松は人材確保が難しいという議論を良
くした。東京に事務所を作ってそこで採用した。（D 氏） 





































技術系社員などの混成で、ほぼ全員が 20 代の若いチーム。（2009 年１月号） 


































楽器のメンテナンスなどを行っている(2-1-5)。（2009 年 3 月号） 

































にも違いがあったのだが、、(2-2-3b)（2009 年 3 月号） 
■音楽に対する造詣という点では、日本の強さは図抜けている(2-2-4)。マザー拠点である豊岡工場で働く 350 人の中には、ヤ
マハ吹奏楽団の現役や OB を含めて管楽器奏者が 150 人はいる。音楽教 室、学校での音楽教育、そして吹奏楽の普及が、長
い期間を経て、他国の追随を許さない日本の大きな底力になっている。（2009 年 8 月号） 
